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と
の
年
度
に
お
け
る
近
代
語
法
の
研
究
は 、
ζ
れ
ま
で
も
行
わ
れ
て
き
た
記

述
的
分
析
に
加
え
て 、
資
料
が
示
す
言
語
の
場
を
よ
り
深
く

考
え
よ
う
と
す
る

も
の 、
資
料
を
厳
し
く
吟
味
す
る
も
の 、
対
照
言
語
学
的
方
法
に
よ
っ

て
異
な

っ
た
照
射
を
試
み
る
も
の
な
ど
に
特
色
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
以
下 、

次
の
項
目
に
従
っ

て
重
点
的
に
述
べ
て
み
た
い 。

-

近
代
語
法
と
資
料
と
の
か
か
わ
り

2

江
戸
語
に
お
け
る
共
通
教
義
語
の
問
題

3

記
述
的
研
究・
通
史
的
研
究

4

文
語
史
の
可
能
性

5

対
照
言
語
学
的
試
み

な
お 、
近
代
語
の
史
的
範
囲
は 、
従
前
の
あ
っ
か
い
に
倣
っ

て
室
町
時
代
末

期
よ
り
明
治
時
代
に
至
る
期
間
と
し
た 。

一、
近
代
語
法
と
資
料
と
の
か
か
わ
り

文

一
・
1

外
国
資
料・
抄
物・
狂
言
に
つ
い
て
は
記
述
的
研
究
が
進
ん
で
い

る
ζ
と
も
あ
っ

て 、
資
料
の一 一小
す
意
味
を
詳
細
に
分
析
し

解
釈
し
よ
う
と
す
る

原

裕

口

展
開
が
あっ
た。
ω
安
田
章
「コ
ソ
の
拘
束
力」
(『
国
語
国
文』、
昭
日・
1)、

ω
同「
疑
問
表
現
の
変
遷」(『
国
語
史へ
の
道
上』
所
収、
三
省
堂、
昭
日・

6)
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る 。

ω
は 、
「
本
書」
に
対
応
す
る
天
草
本
平
家
物
語

の
「
コ
ソ
t

己
然
形」
の
用
法
に
つ
い
て 、
古
い
型
そ
利
用
し
て
粗
野
と
典
雅

を
表
現
し

分
け
る 、
洗
練
さ
れ
た
上
品
な
会
話
の
た
め
の
ハ
ビ
ヤ
ン
の
意
図
的

な
作
例
で
あ
る
と
解
釈
し 、

仰
で
は 、
捷
解
新
語 、
天
草
本
平
家
物
語
等
に
見

え
る
説
明
要
求
の
疑
問
表
現
形
式
「
疑
問
詞
t
カ」
に
関
し
て 、
疑
問
表
現
の

明
断
さ
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
既
に
中
世
末
期
に
あ
り 、
ゾ
の
持
つ
優

越
乃
至
は
尊
大
の
表
現
を
払
拭
す
る
も
の
と
し
て
ζ
の
形
式
が
現
れ
る
に
至
っ

た
乙
と 、
そ
の
登
録
は
「
乙
と
ば
稔
古
の
た
め」
の
ハ
ビ
ヤ
ン
の
大
き
な
試
み

で
あ
り 、
康
遇
聖
の
先
見
に
よ
っ

て
当
然
の
乙
と
と
受
け
入
れ
ら
れ
た
史
的
事

実
で
あ
っ
た
と
す
る 。
先
行
文
献
の
影
響
で
あ
っ
た
り 、
口
頭
誇
の
露
頭
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
事
象
に
つ
い
て 、
筆
録
者
の
積
極
的
な
営
為
を
読
み
と

ろ
う
と
す
る
・も
の
で
あ
る 。
適
当
な
比
較
の
資
料
を
欠
い
て
い
る
も
の
の 、
国

内
資
料
に
よ
る
と
の
説
の
検
証
が
今
後
必
要
で
あ
ろ
う
が 、
外
国
資
料
の
あ
っ

か
い
に
機
械
的
記
述
を
許
さ
な
い
慎
重
さ
を
要
求
す
る
発
言
と
し
て
参
照
を
必

須
と
す
る
研
究
と
考
え
ら
れ
る 。
古
代
語
か
ら
近
代
語
へ
の
過
渡
的
状
態
を一
示

す
と
す
る
ω
小
林
賢
次
「
天
草
木
平
家
物
語
に
お
け
る
仮
定
表
現

l|
党一
本・
百
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一一
十

虫

色
比
較

奇
心
K

l」
(『
蹴

哨

喝
祉
国
語
学
論
集
』

所
収、

大
修
館
書

庖、
昭
日
・
7)
や
削
細
川
英
雄
「『
天
草
版
平
家
物
語』
に
お
け
る
否
定
の

表
現
形
式
と
用
法
に
つ
い
て
(
下
ご
(『
信
州
大
学
教
育
学
部
紀
要
』

必、
昭

日
・
3)
に
お
け
る
ナ
イ
と
ア
ラ
ズ
の
消
長
関
係
の
記
述
な
ど
は
ω
ω
の
指
摘

に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か。

抄
物
で
は
削
小
林
千
草
「
抄
物
の
接
続
詞
ーー
そ
の
有
す
る
性
格
|l」
(『
国
語
と

国
文
学』、
昭
日
・
5)
が
あ
る。
『
日
本
書
紀
神代巻』
『
日
本
書
紀
桃
源
抄』

な

ど
に
よ
っ
て
間
害
者
の
個
性
的
性
向
の
反
映
を
接
続
詞
に
見
た
も
の
で、
問
書

の
詳
細
な
比
較
に
よ
っ
て、
怒
意
的
な
「
筆
録
む
ら」
や
偲
人
的
改
変
の
存
在

な
ど
を
指
摘
し、
講
者
の
言
葉
と
の
懸
隔
を
述
べ
る。
接
続
詞
出
現
の
ゆ
れ
の

詳
細
な
報
告
と
し
て、
ま
た、
抄
物
の
資
料
性
に
関
し
て
の
必
見
の
文
献
と
い

う
べ
き
で
あ
ろ
う。

一
・
2

資
料
の
純
化
を
模
索
す
る
も
の
に、
倒
土
屋
信一
「
江
戸
語
資
料

と
し
て
の
式
亭
三
馬
滑
稽
本

|l
助
動
罰『ベ
い』の
使
用
を
中心
に
|」

『(
溺

4
吟
社

国
語
学
論
集』
所
収)
が
あ
る。
中
村
幸
彦
氏
に
よ
り
戯
作
の
用
語
例
を
読
み

誤
る
危
険
性
が
注
意
さ
れ
て
よ
り、
近
世
後
期
語
資
料
の
あ
っ
か
い
に
慎
重
さ

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
乙
と
で
あ
る
が、
と
と
で
は
三
馬
の
出
身
を

検
討
し
た
上
で、
三
馬一
人
の
全
滑
稽
本
を
対
象
と
す
る
調
査
の
方
式
を
提
唱

し、
「
関
東
べ
い」
の
再
認
識
と、

を
も
つ
ベ
イ
の
実
態
を
述
べ
て
い
る。
均一
な
資
料
に
よ
る
母
集
団
の
拡
大
は

有
効
な
方
法
と
思
わ
れ
る
が、
や
は
り
戯
作
の
「
事
実
ら
し
さ」
の
問
題
は
つ

い
て
ま
わ
る
の
で
は
な
い
か。
多
様
な
表
現
を
も
て
あ
そ
ば
な
い
『
腕
八
笑
人』

な
ど
と
の
比
較
も
欲
し
い。
資
料
の
性
格
か
ら
文
法
史
の
事
実
に
言
及
し
た
も

の
に、
的
坂
口
至
「
助
動
詞
ヨ
ウ
の
成
立
以
前」
(『
文
献
探
究』
8、
昭
回
・

6)、
制
原
口
裕
「
準
体
助
詞
『
ノ』
の
定
着

|和
歌の俗
語
訳の場合
-|」
(『
国

語
学』
問、
昭
日
・
MM)
が
あ
げ
ら
れ
る。
問
は
ミ
(
見)
ユ
ウ
の
ウ
段
働
長

音
の
例
を
の
せ
る
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
小
文
典』
の
用
例
は、
小
文
典
の
綴
{子

法
が
日
本
の
伝
統
的
平
仮
名
表
記
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
と
と
か
ら、
い
わ

ば
仮
構
の
形
で
あ
る
と
し
て、
上一
・
上
二
段
動
詞
よ
り
ヨ
ウ
が
分
出
す
る
時

期
に
関
し
て、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
け
る
ミ
ユ
ウ
・
ミ
ヨ
ウ
併
立
説
を
し
り

ぞ
け
て
い
る。
業
然
性
の
あ
る
説
と
恩
わ
れ
る。
た
だ
し、
中
世
以
降
の
勧
音

表
記
に
お
け
る
ヨ
ウ
↓
ユ
ウ
型・
ユ
ウ
↓
ヨ
ウ
型
の
分
布
の
調
査
が
既
に
十
分

で
あ
る
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
印刷
は
富
士
谷
成
章
や
尾
崎
雅
嘉

の
和
歌
の
俗
語
訳
花、
連
用
格
に
お
け
る
準
体
助
詞
ノ
の
使
用
が
徹
底
し
て
い

る
事
実
を
指
摘
し、
分
析
的
表
現
の
発
達
が
会
話
に
先
行
し
て
い
る
注
釈
の
言

葉
の
性
格
に
ふ
れ
て
い
る。

川間
後
藤
剛
「『
歌
格
類
選』
の
傾
諮」
(『
中
央
大

学
国
文』
泊、
昭
日
・
3)
に
も、
準
体
助
詞
ノ
の
使
用
状
況、
デ
ア
ル
の
分

布
な
ど
を
あ
げ
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に、
乙
の
種
の
資
料
の
調
査
は
絡
に
つ
い

た
ば
か
り
で
あ
る。
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ニ、
江
戸
語
に
お
け
る
共
通
教
養
語
の
問
題

ニ
・
1

武
士
言
葉
を
含
め
て、
江
戸
時
代
の
教
義
層
の
日
常
語
の
実
態
は

周
知
の
よ
う
に
不
明
な
点
が
甚
だ
多
い
が、
そ
の
解
明
の
手
が
か
り
を
求
め
る

研
究
が
見
ら
れ
た。

ま
ず、

帥
金
田
弘
「
叡
山
文
庫
と
禅
籍
抄
物
||
主
と
し
て

洞
門
抄
物
類
と
そ
の
性
格
に
つ
い
て

|l」
(『
国
学
院
雑
誌
』、

昭
日
・
5)
、

帥
同
「
江

戸
時
代
洞
門
宗
典
カ
ナ
書
注
疏
に
お
け
る
文
体
の
変
遷
(
試
論
ご
(『
仏
教
の
歴

史
的
展
開
に
見
る
諸
形
態』
所
収、
創
文
社、
昭
日
・
6)、
制
同
「
漢
籍
国

字
解
と
そ
の
言
語

|
江戸崎
門学
派の
講
義
筆
記
を中
心に
||」
(『
国
語
学』
問、
昭

日
・
ロ)
が
あ
げ
ら
れ
る。
帥
は
そ
の
蒐
集・
収
蔵
の
経
総、
言
語
上
の
特
色

を
述
べ
た
も
の
で、
テ
ス
ウ、
(一
乙
テ
ゴ
ザ
ス
ウ・
デ
ゴ
サ
ス
ウ
の
珍
し
い
語



法(史的研究 近代)

形
の
指
摘
と
と
も
に、
宗
門
宗
派
を
異
に
す
る
手
を
経
た
資
料
に
洞
門
カ
ナ
抄

物
に
共
通
す
る
言
語
事
象
が
あ
る
の
は、
東
国
地
方
日
常
の
談
話
語
と
異
な
っ

た、
武
家
社
会
層
を
も
含
む
東
国
の
教
養
層
共
通
の
言
語
・
文
体
が
あ
っ
た
か

ら
と
す
る。
ω
は
面
山
瑞
方、
天
桂
伝
尊、
指
月
慧
印
等
の
講
述
に
な
る
『
問

解』
『
弁
解』
類
が、

中
世
洞
門
抄
物
の
言
語
的
特
徴
を
失
っ
て
共
通
語
的
性

格
の
ジ
ャ
体
へ
と
変
化
し
て
ゆ
く
趨
勢
の
中
で、
宝
暦
以
降
に
な
る
『
従
容
録

随
聞
記』
な
ど
洞
門
抄
物
の
言
語
的
特
徴
を
有
し、
ダ
体
を
混
在
さ
せ
て
い
る

抄
物
の
存
在
を
あ
げ
て、
江
戸
語
の
拡
大
と
と
も
に
知
識
庖
に
ダ
休
使
用
の
新

文
体
の
形
成
が
あ
っ
た
乙
と
を
述
べ
る。
同
は
全
く
未
開
拓
の
分
野
で
あ
る
崎

円
系
抄
物
の
言
語
的
特
徴
に
つ
い
て
の
調
査
で、
江
戸
語
法
の
使
用
例

||
ナ

カ
ッ
タ
(
打
消)
は
最
も
早
い
例
か

ーー
を
提
示
し、
知
識
層
に
お
け
る
ダ
体

を
共
通
語
と
す
る
言
文一
致
の
新
文
体
の
模
索
形
成
を
具
体
的
に
説
い
て
い

る。
と
れ
ら
は
い
ず
れ
も
江
戸
語
形
成
期
に
お
け
る
教
養
層
の
共
通
語
法
の
実

態
解
明
を
前
進
さ
せ
る
研
究
と
し
て
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う。
抄
物
で
は、

ジ
ャ
を
混
用
し、
ソ
ロ
の
多
用
も
見
え
る
洞
門
抄
物
の
調
査
で
あ
る
帥
来
田
隆

「
広
島
大
学
蔵
『
竜
州
紗
暮』
に
つ
い
て

|
洞
門
抄
物
『飽洲
代紗』
の
写本
1|」

(『
国
語
史
へ
の
道

上』
所
収)、

臨
済
宗
系
抄
物
で
ウ
ニ
ハ
の
使
用
を
指
摘

す
る
帥
秋
山
洋一
「総
理一
諜
『
碧
殿
紗
抄』
の
条
件
句
|『ンニ
ハ』
と
『
ウニ

ハ』
ll」
(『
山
梨
県
立
女
子
短
大
紀
要』
路、
昭
日
・
3)、
洞
門
抄
物
の
ダ

ゾ
・
ウ
ニ
ハ
・
ソ
ウ
・
サ
カ
イ
な
ど
の
用
語
例
を
あ
げ
る
帥
林
謙
太
郎
「
東
国

語
資
料
『
疎
山
大
師
根
脚
語
訣』
に
つ
い
て」
(『
野
州
国
文
学』
お、
昭
日
・

ロ) 、
同川
西
田
絢
子
「
端
的・
ト
コ
ロ
デ・
サ
カ
イ
11

国語
資料としての
駿河御
該

木江湖風月集抄
||
ω」
(『
東
京
成
徳
短
大
紀
要』
問、
昭
日
・
4)
が
あ
っ
た

が、
乙
の
語
法
の
広
が
り
は、
川仰
に
関
連
し
て
洞
門
抄
物
の
言
葉
の
場
の
考
察

を
必
須
と
す
る。

文

ニ
・
2

共
通
話
の
問
題
提
起
は
帥
森
岡
俊
二
「
口
語
文
に
お
け
る
心
学
道

話
の
位
置」
(『
国
語
学』
問、
昭
出
-
U)
に
も
あ
る。
心
学
道
話
の
言
葉
は、

詞
辞
の
融
合
や
語
形
の
崩
れ
が
少
く、
京
阪・
江
戸
に
共
通
の一
般
的
語
法
に

従
い、
文
章
語
の
加
味
さ
れ
た
中
立
性
の
高
い
口
語
で
あ
る
と
し
て、
現
代
標

準
語
形
成
の
母
胎
に
位
置
づ
け
た
も
の
で
あ
る。
江
戸
な
ま
り
を
活
写
し
な
い

人
情
本
の
上
品
な
会
話
に
見
ら
れ
る
語
法
や
文
体
と
の
共
通
性、
教
養
層
の
日

常
語
の
実
態
と
の
関
連
な
ど、
射
程
の
長
い
検
討
を
要
請
す
る。
文
語
を
基
調

と
す
る
共
通
語
の
世
界
に
か
か
わ
っ
て
帥
信
太
知
子
「
近
世
の
『
を
ぱ』
に
つ

い
て
11

武士己
とばと
文語との
関
連
||」

(『
近
代
語
研
究』
6
築
所
収 、
昭
日
・

5)
が
あ
る。
近
世
に
入
っ
て
口
語
性
を
失
っ
た
ヲ
パ
が、
武
士
階
層
に
使
用

例
を
見
せ
て
い
る
と
同
時
に
平
易
な
和
漢
混
構
文
で
も
多
用
さ
れ
て
い
る
と
と

か
ら、
武
士
言
葉
と
し
て
も、
口
語
で
も
用
い
ら
れ
る
文
語
と
し
て
も
意
識
さ

れ
る
二
重
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
と
を
論
じ
て
い
る。
武
士
言
葉
を
文
語
文

献
に
検
索
す
る
方
法
は
興
味
深
い。
平
易
な
文
語
の
共
通
教
義
語
と
し
て
の
使

用
の
実
態
調
査
は
ζ
れ
か
ら
の
仕
事
で
あ
る。

三、
記
述
的
研
究・
通
史
的
研
究

三
・
1

記
述
的
研
究
で
は
帥
山
内
洋一
郎
「
広
本
節
用
集
に
見
え
る
二
段

活
用
動
詞
の一
段
化
に
つ
い
て」
(『
国
語
史
へ
の
道

上』
所
収)
が、
国
会

図
書
館
蔵
広
本
節
用
集
に
見
え
る
五
七
O
例
も
の
多
量
の一
段
化
例
の
詳
細
を

整
理
し
て
示
し、
音
節
数、

活
用
の
行
に
よ
る
遅
速
(
母
音
系
の
一
段
化)、

上
二
段・
下
二
段
の一
段
化
比
率
な
ど
を
述
べ
る。
制
小
林
賢
次
「
版
本
狂
言

記
に
お
け
る
二
段
活
用
の一
段
化
に
つ
い
て」
(『
新
潟
大
学
教
育
学
部
高
田
分

校
研
究
紀
要」
お、
昭
日
・
3)
は、
版
本
狂
言
記
に
お
け
る一
段
化
優
勢
の

状
態、
二
段
形
式
と一
段
形
式
の
怒
意
的
共
存
状
態、
近
世
的
側
面
の
色
濃
い
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反
映
な
ど
を
指
摘
す
る。
と
も
に一
段
化
現
象に
関
す
る
基
本
文
献
と
し
て
参

照
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い。
狂
言
記
の
調
査
に
は
制
小
林
賢
次
「
版
本
狂
言
記
に

お
け
るゴ
ザ
ル・
オ
リャ
ル・
オ
ヂ
ャ
ル
と
そ
の
否
定
表
現
形
式」
(『
近
代
諮

研
究』
6
築
所
収)
も
あ
る。
表
題
の
各
語
の
分
布
状
況
と
用
法
を
検
討
し、

他
の
文
献
に
見
出せ
ぬ
俗
語
的
な
オ
ヂ
ャ
ラ
ヌ
の
使
用
に
狂
言
記
の
特
徴の一

つ
を
見、
江
戸
初
期
に
ζ
の
語
の一
般
化
し
た
ζ
と
を
示
唆
し
て
い
る。
江
戸

時
代
で
の
と
れ
ら
の
語
の
詳
細
は
ま
だ
わ
かっ
て
い
な
い。
伺
寺
島
浩
子
「
近

世
後
期
上
方
語
に
お
け
る
指
定の
『
じ
ゃ』」
(『
近
代
語
研
究』
6
集
所
収)

は、
上
方
酒
落
本
の
調
査
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
が、
削
倒
に
見
る
よ
う
に

江
戸
時
代
語
法の
記
述
的
研
究は
遅々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い。

一ニ・
2
仮
定
条
件
表
現の
変
遷
の
穣
定が
近
代
語
法
史の
課
題の一
つ
で

あ
る
と
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る。
帥
山口
亮二
「
接
続
形
式
の
分
析
化
|判

断の
対
象
化
を
中
心
に
ll」

(『
国
語
と
国
文
学』 、
昭
日
・
5)
は 、
ト

ナ
ラ
パ
・

連
体
形
ナ
ラパ・
ト
ナ
レ
パ・
タレ
パ・
終
止
ト
モ
な
ど
を
あ
げ
て、
分
析
的

に
匂
的
判
断
を
対
象
化
で
き
る
形
式
が一
般
化
し、
時
代
的
に
新
し
い
形
式
が

増
加
す
る
原
理
を
述べ
て
い
て、
阪
倉
篤
義
氏
の
「
条
件
表
現の
変
遷」
につ

ぐ
必
見の
文
献
と
なっ
て
い
る。
帥
岡
崎
正
継
「
順
態
接
続
助
詞
『
と』
の
成

立
に
つ
い
て」
(『
国
学
院
雑
誌』、
昭
日・
3)
は、
同
時
表
現の
ト
同
ジ
ク・

ト
ト
モ
ニ
・
ト
ヒ
ト
シ
ク・
ト
ソ
ノ7
7
な
ど
の
形
式
か
ら
順
態
接
続
助
詞
ト

が
成
立
し
た
経
過
を
『
蹴
鞍
橋』
な
ど
を
資
料
と
し
て
示
し
て
い
る。
闘の
対

象
化
の
形
式
と
関
連
し
よ
う。
帥
樋
渡
笠
「
洞
門
抄
物
類
に
お
け
る
仮
定
条
件

表
現
を
め
ぐ
っ

て」
(『
悶
文
学
論
考
〔
都
留
文
科
大
学〕』
路 、
昭
日
・
2)

は、
江
戸
初
期
代
語
抄
類に
お
け
る
表
現
類
型の
狭
さ
や
未
然パ
の
衰
退
な
ど

を
助物
理
し
て
い
る
が、
江
戸
語
で
の
未
然パ
衰
退の
史
的
事
実と
の
つ
な
が
り

を
示
唆
す
る。
仮
定
条
件
表
現
以
外
に
は
帥
小
林一
郎
「
江
戸
語
に
お
け
る
否

定
疑
問
表
現」
(『蹴
哨
晴
社
国
語
学
論
集』
所
収)
が
あっ
た。
判
定
要
求

表
現
で
準
体
助
詞
ノ
を
介
在
さ
せ
る
形
式
が
化
政
期
以
後
に
あ
ら
わ
れ、
天
保

期
に
ナ
イ
ノ
カ
の
否
定
疑
問
表
現
が
多
様
化
す
る
発
達
過
程
を
通
観
し
た
も
の

で
あ
る。
並
列の
例
で
は
あ
る
が、
「
あ
デ
ク
ラ
イニ
ヨ
ツ
テ
ド
チヘ
モ
イ

カ
ヌ
ノ
カ
又ハ
道ニ
7
ヨ
フ
タ
ノ
カ」
(古
今
集
遠
鏡
〔一
五
四〕)
な
ど
も

あ
る
か
ら、
調
査
資
料
を
広
げ
る
必
要が
あ
り
そ
う
だ。
待
遇
表
現
関
係
で
は

帥
小
島
俊
夫
「
敬
語
体
系
変
化
の一
側
面
|一
九世紀の江戸籍東京語の場合
ll」

(『蹴
胡
靖
祉
国
語
学
論
集』
所
収)
が
あ
げ
ら
れ
る。
敬
語
体
系
変
化
の
素

因に、
対
称
代
名
詞
と
述
語
の
わ
く
組
の
堅
さ
に
依
存
し
た
変
態
と
み
ら
れ
る

型、
わ
く
組
か
ら
は
み
出
た
ゆ
れ
の
定
着
し
た
型
が
存
在
す
るζ
と
を
示
し、

実
例
に
基
づ
い
て
江
戸
語
と
東
京
語
の
わ
く
組の
変
化
を
解
説
し
て
い
て
明
快

で
あ
る。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
多
量の
資
料に
よ
る
検
証
が
待
た
れ

る。
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四、
文
語
史の
可
能
性

四・
1
文
語
史が
史と
し
て
可
能
か
否
か
は
議
論
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い

が、
凶
鈴
木
丹
士
郎
「
近
世
文
語
研
究の
課
題」
(『
私
学
研
修』
問、
昭
日・

日)
は、
方
法
論の
確
立
と
諸
事
実の
整
理・
記
述
が
緊
要で
あ
る
と
と
を
述

べ、
文
語
の
機
能の
合一
化・
拡
大
化
の
現
象、
人
工
的
な
文
語
め
か
し
な
ど

の
実
例
を
あ
げ
て
い
る。
MW
亀
島
佳
子「
馬
琴の
文
語
11籍法函からの考察
ーll」

(『
国
文
〔お
茶
の
水
女
子
大
学〕』
応、
昭
日
・
7)
に
お
け
る
馬
琴の
随
筆

類
の
調
査
報
告
に
見
え
る
の
で
あ
る
が、
主
活
用
化
し
て
い
る
カ
リ
活
用
が
僅

か
で
あっ
た
り、
四
段
の
下二
段
化
は
偶
然
の
も
の
で
意
図
的
な
使
用
と
認
め

ら
れ
な
かっ
た
り
す
る。
コ
ソ
の
係
り
結
び
の
破
格
も
少い。
一
作
家の
作
品

開で
も
事
象は
錯
綜し
て
い
る
よ
う
で、
近
世
文
語
史
建
設
の
道
の
険
し
さ
を



思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る。
宣
長
が
繰
り
返
し
指
摘
し
た
中
古
語
法の
誤
用の
当

代
に
お
け
る
実
態
な
ど
も、
特
定の
作
家
を
除
け
ば、
わ
か
ら
な
乙
と
が
多
い

の
が
今
日
の
実
情で
あ
ろ
う。

四・
2
明
治
期
文
語
の
研
究
分
野
は
岡
本
勲
氏の
独
壇
場
で
あ
る。
と
の

年
度、
帥
「
明
治
期
教
科
書の
文
体
|l小学校地理
について
ll」

(『
中
京
大
学

文
学
部
紀
要』
5
1
1、
昭
日
・
7)、
制
「
明
治
文
語
の
助
動
詞
の
位
相」

(
同
上回
|2、
昭
日・
日)、
倒
「
小
学
校
教
科
書
と
『
文
法
上
許
容ニ
関ス

ル
事
項』」
(『
国
語
国
文』 、
昭
日
・
1) 、

帥「
小
学
校
教
科
書
と
敬
語」
(『
中

京
大
学
文
学
部
紀
要』
日
14、

昭
日
・
3)、
帥
「『
文
法
上
許
容
ニ
関
ス
ル

事
項』
の
語
法の
位
相」
(向
上時・
2、
昭
日・
日)
が
相
次い
で
発
表
さ

れ
た。
小
学
校
教
科
舎
を
資
料に
し
て
の
実
態
調
査
で、
普
通
文の
性
格、
許

容
事
項の
国
語
史
的
組
踊
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る。
明
治
の
歴
史
的
背

景
と
許
容
事
項の
か
か
わ
り
が
明
確
に
示さ
れ
る
の
も
遠
く
あ
る
ま
い。

五、
対
照
言
語
学
的
試
み

法(史的研究ー近代)

『
講
座
日
本
語
学』
(明
治
容
院)
の
刊
行
が
始
まっ
た。
現
代
語
に
視
点
を

据
え
て、
比
較
対
照
の
方
法に
よっ
て
日
本
語
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
と
い

う
窓
欲
的
な
編
集に
な
る
と
い
う。
乙
の
年
度で
は
「
現
代
文
法
と
の
史
的
対

照」
(昭
日・
日)
「
敬
語
史」
(昭
回-
U)
の
二
巻
が
対
象に
な
る
が、
啓

蒙
的
な
解
説
も
多
い
の
で一
々
ふ
れ
な
い。
た
だ、
乙
れ
ま
で
の
ス
ト
イッ
ク

な
国
語
史
家に
とっ
て
は、
時
代の
推
移
を
感
じ
さ
せ
る
企
画
で
は
あ
ろ
う。

と
の
項
で
は
伺
辻
村
敏
樹(総
論)・
韓
美
卿
「
捷
解
新
語
の
『
言
う』
の
敬
語

形
|日

本語の
敬語と
綜
国籍の
敬阻阻
|」

(『
国
語
学
研
究
と
資
料』
5、
昭
日
・

3)
を
あ
げ
た
い。
日
斡
両
国
語
の
二
函
か
ら
の
照
射に
よっ
て、
両
国
語
に

共
通
す
る
表
現、
一
致
し
な
い
表
現
と
敬
意
の
差
な
ど
を
分
析
し
た
も
の
で
あ

文

る。
斡
国
語
に
全
く
無
知
な
筆
者の
評
す
とと
ろ
で
は
な
い
が、
「
申
す」
の

美
化
語
性
や
韓
国
語
で
の
相
対
的
用
法の
指
摘
な
ど
新た
に
さ
れ
た
事
実が
多

い
よ
うで
あ
る。
帥
安
乗
蕗
「
敬
語
の
対
照
言
語
学
的
考
察」
(『
講
座
日
本
語

学9』
所
収)
の
解
説
と
読
み
合せ
て
も、
対
照
言
語
学
的
方
法に
よ
る
研
究

の
実
り
多い
展
開が
と
れ
か
ら
予
想
さ
れ
る。

彦
坂
佳
宣
氏の
近
世
尾
張
地
方の
方
言
語
法に
関
す
る
諸
論
は
「
方
言」
の

項
に
ゆ
ず
り、
既
刊の
研
究の
集
録
や
語
誌に
関
す
る
も
の
は
編
集の
方
針
に

従っ
て
すべ
て
割
愛
し
た
の
で
あ
る
が、
そ
れ
に
し
て
も、
キ
リ
シ
タン
資

料・
抄
物・
狂
言
を
対
象
と
す
る
も
の
を
除
く
と、
近
代
語
法につ
い
て
の
研

究は
微々
た
る
も
の
で
あ
る。
明
治
東
京
語
法の
成
立
過
程
な
ど
不
明
な
ま
ま

に
残
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状で
あ
る。
戯
作の
総
索
引
も
最
近
は
刊
行
さ
れ
る

よ
うに
なっ
て
き
た。
研
究
者の
増
加
が
切
望
さ
れ
る
の
で
あ
る。

〔
付
記〕

日
向
茂
男
氏
の
御
厚
怠
に
よ
り
国
立
国
語
研
究
所
の
蔵
容
を
閲
覧
さ

せ
て
い
た
だ
い
た 。
ま
た 、
資
料
の
収
集
に 、
矢
野
準
氏 、
福
石
妙
子
氏
の

御
援
助
を
い
た
だ
い
た 。
と
も
に
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る 。

11
静
岡
女
子
大
学
教
授
ーーー
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